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『入 阿 毘 達 磨 論 」 の ギ ル ギ ッ ト写 本 残 闕*
松 田 和 信
1写 本 の所 在 とローマ字 転写
ギルギ ット写本のデリー ・コレクションは,ラ グ ・ヴィーラ(RaghuVira)
とローケーシュ・チャンドラ(LokeshChandra)父 子によって,両 氏の1主催
するrシ ャタピタカ ・シリーズ』 の第10巻(全10分 冊)に 影印版の形で 出版さ
ゆ
れ た が,最 終 第10分 冊 の 末 尾 に は,種k雑 多 な未 整 理 の断 簡 類 が 約70葉 収 め ら
れ て い る(写 真番号3221-3366)。1こ の中 には,そ め 後 正 体 が 判 明 して 出版 され た
　わ
断簡も若干あるものの,印 刷の不鮮明さもあってか,多 くは解読 されないまま
放置されているように思われる。本稿で筆者は,そ れらの中から何 らかの仏教
論書の断片と思われる,破 損のない完全な1葉(シ リーズ番号58,写 真番号3259-
3260)を 取 り上げて,そ の正体について明らかにしたい。まず最初にローマ字
くヨラ



























2文 献 比 定 と テ キ ス ト再 構 成
こ の1葉 は,貝 葉 形 樺 皮 に 典 型 的 な ギ ル ギ ッ ト ・バ ー ミヤ ー ン ・タ イ プE書
体 で 書写 され,表 面 の 向か って左 欄 外 に56の フ ォ リオ ・ナ ンバ ー が記 され て い ,
る。 サ イ ズに つ い て の 情 報 は な い が,大 き な も の で はな い で あ ろ う。 ロ ー ケ ー
シz・ チ ャ ン ドラ は,こ れ に`Traidh穰ukipr穡ti'の 仮 タイ トル を 付 して い
るが,本 分 冊 の 目次 の項 で 同氏 も述 べ て い る よ うに,こ れ に 表2行 目に 現 れ る
単 語 を暫 定 的 に 拾 った も の であ って,正 しい表 題 で は な い。 筆 者 に よる と,ζ
の1葉 は 『入 阿毘 達 磨 論(Abhidharrn炯at灑a)』 の 断 簡 に 他 な らな い 。 『入
阿毘 達 磨 論 』 は.世 親 の 『倶 舎 論 』 と同 時 代 か∴ や やそ れ に 先 立 つ 頃 に 成 立 し
た と見 な さ れ る 「左 蘊 ・三 無 為 の八 句 義 を も って 有部 の教 説 を略 述 」 す る 「綱
ゆ
要書的入門書」である。 すでに原梵文は散逸し・玄集に よる漢訳(大 正1554)
　らラ
とジナミトラ等によるチベット語訳のみが知 られている。著者については漢訳
に塞建地(陀)羅 と伝えるものの,チ ベ ット語訳には著者名を欠き・その原名
くの
は現時点では確定していない。八句義 という,他 のアビダルマ論書にほとんど





和訳研究 があ り,必 ずそれを参照せねぽならないが,本 断簡か ら回収される文
章は,桜 部博士の内容分節のうち,VI.「 行句義」のC節 である 「不相応行」
中の第 ユ項 「得 ・非得」 にかんす る議論の中の,vii.「 得の諸門分別」が始














































非得中有異生性故。 如説 厂如何異生性。 謂不獲聖法。」不獲即是非得異名。又
諸非得唯無記性。故非無漏。
VI.c.2.無想定
已離第三静慮染,未 離第四静慮染,第 四静慮地心心所滅,有 相応法名無想定。
3桜 部 訳 とそ の補 綴









リジ ナル の 相 違 点 も明 らか に な る。
VI.c.1.vii.得 の諸門分別
(1)(善 ・不 善 ・無 記 な る 〔法〕 の 〔得〕 は,)(r1)そ の順 に(yath稾ra-
mam),た だ(善 ・不 善 ・)無 記 で あ る。(2)欲 ・色 ・無 色 〔界 〕 繋(一穡ta)な
る 〔法 〕 の 〔得 〕 は,そ れ ぞ れ 自 らの 界(svadh穰u)に のみ 繋 属 す る。 無 垢
(amala)な る 〔法 の得 〕 は三 界 〔繋 〕お よび 無 漏(=不 繋)で あ る。 す な わ ち,
道 諦 と無 為 〔法 〕 とが無 垢 〔な る法 〕 で あ るが,そ の中,非 択 滅 の 得(pr穡ti)
は 〔通 じ て〕 三 界 〔繋 〕 で あ る。 色 ・無 色 〔界〕 の 〔有 漏 〕 道 に よ って 得 られ
ゆ ゆ
る(labhya)択 滅 の 〔得 〕 はそ 〔の 色 ・無 色 界〕 に繋 属す る。 無 漏 道 に よって
ゆ ロめ
得られる 〔択滅の〕 〔得〕 と道諦 〔の得〕 とは無漏で ある。 総 じて言 えぽ
ロの
(samasya),こ 〔の 無 漏 法 の 得〕 は,三 界 〔繋 〕 と無 漏 との 四 種 で あ る。(3)学
(saiksa)と 無 学(a'saiksa)と な る 〔法 〕 の 〔得〕 は 〔そ れ ぞ れ〕 学 と無 学 と
で あ る。 非 学非 無 学(naivasaiks穗龝aiksa)な る 〔法 〕 の 〔得 〕 は 三 種 で あ
る。 す な わ ち,非 学 非 無 学 な る法 とは 有 漏 〔法〕 と無 為 〔法 〕 とで あ るが,そ
の 中,有 漏 〔法 〕 と,非 択 滅 と,世 間道(laukikam穩ga)に よって 得 られ る
ロの の
択滅の 〔得〕 は非学非無学 で ある。 学と無学との道によって得 られる 〔択滅
ゆ
の 〕 〔得 〕 は 〔そ れ ぞれ 〕 学 と無 学 で あ る。(4)見 る こ と(dar'sana)〔 に よ って
断 ぜ られ るべ き法 〕 と修 習(bh穽an�)に よ って 断 ぜ られ る(heya)〔 法 〕 と
の 〔得 〕 は,(v1)〔 そ れ ぞれ,〕 見 る こ と 〔に よ って 断 ぜ ら れ る べ き〕 と修
習 に よ っ て 断ぜ られ る とで あ る。 断 ぜ られ る こ と の な い(aheya)〔 法 〕 の
〔得 〕 は 二 種 で あ る。 す な わ ち,修 習 に よっ て断 ぜ られ る もの と,断 ぜ られ る
こ との な い もの とで あ る。 断ぜ られ る こ との な い 〔法 〕 とは道 諦 と無 為 とであ
am㈱
る。 そ の 中,非 択 滅 と,〔 そ れ とは〕 異 な る(itara)世 間道 に よ って得 られ る
〔択 滅 〕 と の 〔得 〕 は 修 習 に よ って 断ぜ られ る。 無 垢 の 道(amalam穩ga)に
ロの
よ って 得 られ る択 滅 と道 諦 との 〔得 〕 は 断ぜ られ る こ との な い もの の み で あ
る。
VI.c.1.viii.非 得の諸門分別





とい うと,巳 生(pasta,過 去)と 未 生(aj穰a,未 来)と 〔の 法 〕 の 〔非 得〕
は 三 世 に わ た る。 現 在 〔の法 〕 の 〔非 得〕 は,〔 過 去 と未 来 との 〕 二 世 で あ っ
て,〔 法 とそ の 非 得 とが〕 倶 に生 ず る こ と(sahaja)は な い。(3)欲 ・色 ・無 色
〔界 〕 繋 〔の 法〕 の 〔非 得〕 はそ れ ぞれ み な 三 界 にわ た る。 非 得 で あ って 無 垢
ロ　 ロの
な る もの は 決 して 無 い 。 異生 性(prthagjanatva)が 説 かれ る。 「異 生 性 とは 何





第 三 静 慮 よ り離 貪 した 人(vitar稟a)に と って の,第 四静 慮地 の(-bhauma)
心 ・心 所 の生 起 す る こ とに 背 く(pravrttivirodhin)不 相応 法 が,(無 想 定 とい
わ れ る。)
註
*こ の小論 を恩師桜部建 先生に捧げます。 だ
(1)RaghuVira&LokeshCandra,GilgitBuddhistManuscrits(Satapitaka
Series,vol.10)10parts(NewDelhi,1959-1974).1-2分 冊 の み 合冊 され て1970
年 に 再 刊 され てい る。 さ らに 昨 年(1995)10分 冊 を3冊 に ま とめ,新 た な 二 万五 千
頌 ・一 万 八 千頌 『般 若 経 』 断簡73葉(写 真 番 号3369-3514)を 末 尾 に付 け加 え て再 刊 さ
れ た が,印 刷 状態 は よ くない(BibliothecaIndo-BuddhicaSeries,Nos.150-152)。
(2)例 え ば,こ の 中 の シ リー ズ61(写 真 番号3360-3365)は 釈論 を含 む ナ ー ガ ー ル ジ ュナ
のr因 縁 心論 頌 』 に 比定 され て 出版 され て い る。V.V.GokhalewithM.G.Dha-
dphale,"Encole:ThePratityasamutp稘ahrdayak穩ik穉fN稟穩juna",Principle
V.S.ApteCommemorationVolume(Poona,1978)pp.62-68.ま た シ リー ズ55
に含 まれ る 写 真 番号3239-3240の1葉 は,ベ ル リン大 学 の ハ ル トマ ン教 授 に よって 根





(3)ロ ー マ字 転 写 に使 用 した記 号:()筆 者 に よ り任 意 に補 わ れた 文 字;{}誤 写 さ
れ た文 字,削 除 して読 む;〈 〉欄 外 に書 かれ た 文 字;(!)Sic.;*vir穃a.
(4)桜 部 建 『倶 舎 論 の研 究 』(法 蔵 館,1969)60頁 の記 述 に よ る。
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(5)チ ベ ッ ト語 訳 は,北 京版(=P.ed.大 谷No.5599)Tu393a3-417a8,デ ル ゲ版(e
D.ed.東 北No.4098)Nu302a'-323aﾟ.チ ベ ッ ト大 蔵 経 に は 著 者不 明 の 『入 阿毘 達
磨 論 』 注 釈 書が1点 収 め られ て い る が(北 京版,大 谷No.5598,S穩asamuccaya
n穃aAbhidharm穽at穩a-tik�),他 に トカ ラ語,お よび ウイ グ ル語 訳 に よる注 釈 書
断片 が 発 見 され て い る。井 ノ ロ泰 淳 「Abhidhar〃i穽at穩aprakarana注 断片 」(「 ト
カ ラ語 お よ び ウテ ン語 の 仏典 」)『 中央 ア ジア の言 語 と仏教 』 所 収(法 蔵館,1995)
76-89頁 。 百済 康 義 厂トカラ語Bに よ る ア ピダル マ論 書 関 係 の 断 片 に つ い て一1.
Abhidharm穽at穩a一ﾟrakarana註 」r龍 谷大 学 仏教 文 化研 究 所 紀 要 』13号(1974)
21-36頁 。 同 「入 阿 毘 達磨 論 の 注 釈書 につ い て」r印 度 学仏 教 学 研 究 』29巻1号(1980)
411-406頁 。
(6)r入 阿 毘 達磨 論 』 の著 者 に つ い て は,次 注 に示 す 桜 部 訳 の序 言,お よび,同 「ぼ ろ
っ くろ い(研 究 ノ ー ト)」 『仏 教 学 セ ミナ ー』35号(1982)44-50頁,西 村実 則 「『入 阿
毘 達 磨 論 』 の著 者 」 『浄 土 宗教 学 院 研 究 所 報 』9号(1987)6-11頁 参 照 。
(7)桜 部 建 『仏 教 語 の研 究 』(文 栄 堂,1975)121-176頁 。 これ は 『大 谷大 学 研 究 年報 』
18集(1965)に 掲 載 され た も の の再 録 。 な お,M.vanVelthemに よ るフ ラ ンス語 訳
も発 表 され てい る。LeTreit馘eLaDescentedansZaProfondeLoi(Abhi-
dharm炯at穩as龝tra)del'ArhatSkandhila(Louvain-la-neuve ,1977).
(8)テ キ ス トを再 構成 す るに あ た っ て,ロ ーマ字 転 写 に お け る{}内 の文 字 お よび ヴ ィ
ラー マ 記号 は削 除 し,`sic'の 記 号 を 入れ た 箇 所 は 訂 正 し た 。 またdharmma等 は
dharrlla等 と正規 形 に戻 した。 た だ しサ ンデ イ規則 の 乱 れ に つ い て は訂 正 して い な
い 。漢 訳 につ い て は,梵 文 テ キ ス トに 対 応す る前 後 の文 章 を 補 って示 す 。 チ ベ ッ ト語
訳 につ い て は掲 載 を 省略 す る が,対 応 箇 所 は,P.ed.,Tu410b3-411a6,D.ed.IVu
319a7-318a2参 照 。
(9)桜 部 前掲 書163-165頁 参 照 。 な お対 応 す る前掲M.vanVelthemの フ ラ ンス語 訳
は5?-58頁 参 照 。 チベ ッ ト語訳 か ら な され た 桜 部博 士 の 和 訳 を梵 文 テキ ス トに よって
訂 正 す る に は,チ ベ ッ ト語 訳 の基 づ い た原 典 とギ ル ギ ッ ト写 本 か ら回収 された 梵 文 テ
キ ス トが 同一 の も ので あ る との前 提 に立 つ必 要 が あ るが,必 ず しも それ が保 証 され て
い るわ け で は な い。 従 って,筆 者 の 訂正 は,博 士 の和 訳 を 通 してチ ベ ッ ト語 訳 の 瞹 昧
に して 不 完 全 な点,あ るい はチ ベ ッ ト語 訳 とギ ル ギ ッ ト写本 版 梵 文 『入 阿毘 達 磨 論 』
の相 違 点 を 指…摘す る もの であ る と考 え て頂 きた い。 なお,漢 訳 との相 違 点 につ い て は
い ち い ち 指 摘 しない 。 和 訳 中に 挿 入 され た 梵 文語 彙 は筆 者 に よる梵 文 テ キ ス トか ら補
わ れ た もの で あ る。
⑩ 厂… に よっ て得 られ る(-labhya)」 の 語 は,チ ベ ッ ト語 訳 で はthobpa(P.ed.,
410b5,D.ed.,317b2)と 訳 され て い るが,桜 部 訳 で は,恐 ら くこれ をpr穡tiの 訳語
と見 て ・次 注 で 指 摘す る箇所 で用 いた た め,こ こで は訳 され て い ない 。 ・1abhyaと
pr穡tiの チベ ッ ト語訳 が 同 じで あ る こ とに よる混 乱 。 同様 の箇所 が さ らに2度 見 られ
る。 次 注参 照 。
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⑪ 前注で指摘 した ような事情で,桜 部訳 は,こ こで の 「得」の語を括弧 に入れていな
い。 しか し,「 得」の語は,正 しくは梵文 テキス ト,チ ベ ッ ト語訳 とも省略 されてい
るのであ る。 ここで 「得」 と見な され たthobpaは 一labhyaの 訳語であ る。
⑫ この下線部分は梵文 テキス トに欠 く。チベ ッ ト語訳には存す るので(P.ed.,410b6,
D.ed.,317b2),桜 部博士 も訳 してい るが,漢 訳には 「無漏法得総説有四種」 とのみあ
って梵文 に一致する。 これはテキ ス トに欠落があ るので はな く,チ ベ ッ ト語 訳の基づ
いた原典が異 なっていた可能性の方が高い と思われ る。
⑬ 桜部訳は 「有漏 〔法〕 と非択滅 と 〔の得は非学非無学であ る。〕 世 間道 による択滅
の得は 〔非学〕非無学 であ る。」 と二つの文章 に分割 して訳 し,括 弧 に入った 「の得
は非学非無学 であ る。」 と 厂非学」 の部分は原文(チ ベ ッ ト語訳)に 脱漏があ ると注
記 してい るが(164頁 注7),こ の箇所 は,チ ベ ッ ト語訳の曖昧 さ(つ ま り単語を並べ
ただけ)の 典型的一例であって,筆 者 の訂正訳文で 問題がないことは梵文 テキス トを
見れ ぽ一 目瞭然であ る。チベ ヅ ト語訳者 もこの箇所 については筆者のテキス トと同 じ
文章を見ていたに違いない。 この箇所 は,1.有 漏法 の得,2.非 択滅の得,3.世
間道 に よって得 られ る択滅の得について説かれてい る。
⑭ この部分 は梵文 テキス トに欠落 してい る。チベ ッ ト語訳が(従 って桜部訳が)正 し
い。漢 訳にも 「非所断法者,謂 道諦及無為」 とあ る。
⑮ チベ ッ ト語訳ではitaraを はっき りcigSOS(P.ed.,411a2,D.ed・,317b5)と 訳 し
ているが,桜 部訳には欠落。
⑯ 「択 滅」 の語 は梵文 テキス トに欠 く。
⑳kimtarhiを 訳 した ものであ るが,チ ベ ッ ト語訳 には(従 って桜部訳には)見 い出
されない。
⑱kad稍idを 訳 した もの。チベ ット語訳で はganyan(P.ed・,411a5,D.ed.,317b7)と
訳 されてい るが,桜 部訳では省略されている。
⑲ この部分はチベ ッ ト語訳には(従 って桜部訳には〕見い出されない。
⑳ これ は桜部訳(つ ま りチベ ッ ト語訳)の ままで ある が,梵 文テキス トにはabhi-
dharmap穰ha(h)と あ るので,正 確には 「とい うア ビダルマの誦唱の句があ る」 とで
もすべ きか。 これは桜部博士も注記 している ように(164頁 注8)『 発智論(Jn穗a一
ρ㍑3疏 伽 α)』の言葉である。
⑳ 桜部 訳では 「第三静慮 よ り離貪 し」 と,後 につづ く形容詞に訳 しているが,梵 文 テ
キス トを見れ ぽ明 らかなよ うに,属 格で置かれ てい る。これ もチベ ッ ト語訳の曖昧 さ
の典型 的一例であ る。
1996年1月23日
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